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“亀中一心”

教育目標
人権尊重の精神を基調とし、正義と公正を重んじ、
主体的に考え行動できる生徒を育成する。
あ：安全・安心な学校

い：勢いのある学校

う：美しい学校

え：英知を磨く学校

お：親が通わせたい学校

“平成”，どんな時代？ 30年前の問いに答えが出ました！
～ 歴史を学ぶことは今を知ること、歴史は未来へと繋がる出来事 ～

「よい相撲をありがとう」、天皇皇后両陛下は１月20日両国国技館を訪れ、大相撲初場所中日の取組を観戦されました。天覧相撲

は平成に入ってから23回目とのことで、天皇陛下の譲位を前に平成最後の天覧相撲を楽しまれたご様子で、帰り際にこの言葉を発せ

られました。ということで、いよいよ平成時代も残りあと３ヵ月。このところ“平成最後の”という枕言葉を耳にしない日は無いほ

どです。思い起こせば30年前の１月８日、平成時代がスタートしました。前日７日の朝、昭和天皇が崩御され、午後に「平成」とい

う新元号が発表されたのを今も明確に覚えています。それから30年、本当にあっという間でした。「平成はどんなことが起こり、ど

んな時代になるのだろうか」、誰も分からなかったあの日の疑問に対する答えが、今、ほぼ出されたわけです。地下鉄サリン事件、阪

神淡路大震災や東日本大震災などに代表されるような、心の痛む出来事が多々あった印象が強いのですが、街角でインタビューを受

けた大勢がイメージとして表現した「戦争がなく平和な時代」という言葉に象徴されるよう、その元号の間、日本の歴史上はじめて

「戦争」がなかったというのは大変すばらしいことだと思います。

「第１回クイズ大会 挑戦！わかやまの歴史」に亀中から４チーム出場！
さて、ある文献で、「歴史は過去の出来事の記録ではない。今、作られている出来事であり、未来へ

と繋がる出来事である。歴史を学ぶことは、今を知ることである」という文言を目にしたことがあり

ます。そんな歴史に関わり、先日、県内の中学生が和歌山の歴史知識を競う初のイベント「第１回ク

イズ大会 挑戦！わかやまの歴史」が、岩出市の旧県議会議事堂で開催されました。

旧県議会議事堂は、明治31年（1898年）に、和歌山城の北東に建てられた木造２階建ての日本で

最も古い木造和風建築の議事堂です。議事堂としての役割の他にも、選挙会場や講演会場、集会場な

どとしても用いられ、明治44年（1911年）には夏目漱石が「現代日本の開化」と題して講演したこ

とでも有名です。昭和13年（1938年）に議場を内包した現県庁が完成したため、根来寺の「一乗閣」

として移築されました。文化財としての価値が高く、平成29年（2017年）５月に国の重要文化財に

指定されました。

歴史クイズの栄えある第１回大会会場として、旧県議会議事堂以上の場所は考えられませ

ん。ここに県内21中学校から41チーム、計118人が集い、亀川中学校からも科学部３チー

ム８人、パソコン部１チーム３人の計４チーム11人が出場し大健闘、あと一歩のところで惜

しくも決勝進出は逃しましたが、持てる力を十分発揮し大会を大いに盛り上げてくれました。

２年生の前田陽樹君（パソコン部部長）は、「準備して大会に挑んだが、予選の問題は細部ま

で問われ難しかった。緊張したけれど、今まで経験したことのない雰囲気を味わえて楽しか

った。和歌山の歴史に一段と興味が涌いてきた」と、大会を振り返って楽しそうに感想を聞

かせてくれました。歴史は正に“未来へと繋がる出来事”ということを実感しました。

さすが生徒会長！ ～ 2018年度国際ユース作文コンテストで佳作に輝く ～

先日、2018年度国際ユース作文コンテストの受賞者が発表されました。国際ユース作文コン

テストは、平和で持続可能な地球社会を築いていく上で、子供や若者のエネルギーと創造性、自

発性を生かすとともに、あらゆる世代の人々が彼らの発想から学び、より良い世界のために何が

できるかを考え、行動することを奨励する目的で毎年開催されています。

今年度は「私が起こしたい変化」をテーマに募集され、世界162ヵ国から合計21,70
5点（子供の部7,890点、若者の部13,815点）の応募があり、本校２年生津村優斗君の「高齢

者を支える地域の仕組み」という作文が、子供の部で「佳作」（25点）に選ばれました（各賞を

合計しても受賞作文は66点のみ）。１年次から継続して取り組む「亀川のまちをよくしよう！プ

ロジェクト」の活動が生かされた、具体的で素直に思いが綴られた大変良い作文です。皆さんも

是非読んでみてください。 （裏面に原文記載）

記：熊代

亀中からの出場者
科学部
中村 迅（２年） 榎本海斗（２年） 柏木大樹（２年） 寺岡誠志郎（１年）

川口水輝（１年） 宮本篤希（１年） 垣内星海（１年） 荒木駿介（１年）

パソコン部
前田陽樹（２年） 橋爪海斗（２年） 大橋晴斗（２年）
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育友会本部役員会
１月 31日（木） 19時 30分から

今年度のまとめの会議です。来年度の育友会体制
や地区別役員選出会について協議します。

地区別育友会役員選出会
２月の中旬に開催されます。

来年度の地区選出の役員を選出していただきます。
お忙しいと思いますが、来年度の会員の皆様の出

席をお願いいたします。日程は後日お知らせします。

平成31年度入学生対象説明会
２月５日（火）14時から

新入生と保護者の方を対象に中学校生活について
の説明を行います。
説明会終了後に、制服･体操服等の採寸を行います。

２月４日（月）は、給食がありま
せん。昼食の用意をお願いします。

お弁当が必要です。

が地域の人とも交流とすることができます。その交流によって、

そのイベントに参加した高齢者の人が地域の人に悩みを相談

し、それに対する解決策を知ることができると思うので地域の

イベントに積極的に高齢者が参加することが必要だと考えまし

た。

最後に、高齢者の孤立を防ぐための三つ目のポイントは健康

僕が起こしたい地域の変化は、孤立した高齢者が出ないよ 維持をするために地域の公民館などが行っている教室に高齢者

うにすることです。今、日本では少子高齢化が進んでいるの が参加することです。孤立をしてしまう高齢者の人は市町村が

でそれと同じく孤立した高齢者もこの先多くなってくると思 行っている福祉を十分に受けることをできない人がほとんどだ

います。そうなってくると、国だけで高齢者のことを支える と思います。どのような福祉を自分が受けられるのかを知るた

ことができなくなり、地域の人や地元の学生の力が必要にな めに一番最適な場所が公民館や市役所だと僕は思うからです。

ってくると思ったからです。 また、定期的にそういった教室に行くことが高齢者たちの「生

まず、高齢者の孤立を防ぐためにしなければいけないこと きがい」や「楽しみ」になると、公民館で行われる教室に定期

はあいさつをすることです。高齢者は外にあまり出ず、つい 的に通っている祖母の姿を見て思ったからです。

家に引きこもりがちなところがあると思います。しかし、高 しかし、このような地域のイベントや公民館の教室に参加し

齢者などの地域の人と出会った時に、「おはようございます。」 たいと思っている高齢者がいたとしても、いつ、どこで、どの

や、「こんにちは。」と元気良くあいさつをすることで高齢者 ような活動があるのかわからないので参加できない高齢者もい

たちは、また外に出てみようという気持ちになり、家に引き ると思います。そこで、いろいろな活動情報をかいたポスター

こもってしまうことを防ぐことができると思います。また、 を自分たちが作ったり、学校行事に積極的に高齢者を招いたり

あいさつをしたことが自分の中で印象に残り相手の身近な変 することが自分たちのできることだと思います。

化にも気付くことができると思うので、あいさつを元気にす 日本は、この先更に少子高齢化が深刻化することが予測され、

るということが高齢者の孤立を防ぐための一つのポイントだ 2060年の高齢化率が40％になっているというデータもあり、

と考えます。 約七年後には2025年問題も本格化してきます。こういった高

そして高齢者の孤立を防ぐための二つ目のポイントは、祭 齢者率増加の中で、国だけではこの問題を解決できなくなって

りなどの地域のイベントに高齢者が積極的に参加することで くると思います。このような状況の中でこれからは地域が高齢

す。高齢者は家に引きこもってしまうと運動が少なくなって 者を支えなければいけなくなり、若い人の力も必要になってく

しまうので、健康状態が悪くなってしまいがちです。しかし、 るでしょう。このような問題に備えて、今、自分たちでもでき

地域のイベントに参加すれば体を動かすことができ、高齢者 るあいさつを大切にしていきたいと思います。

2018年度 国際ユース作文コンテスト

【子どもの部】 佳 作

「高齢者を支える地域の仕組み」

和歌山県海南市立亀川中学校 津村 優斗

第62回海南市駅伝競走大会
１月の恒例行事になっている市駅伝大会が、14日（祝）に

開催されました。
本校からは、男子５チー

ム、女子２チームが参加し、
男子 Aは第２位、女子 A

は第４位でした。
３年生の後藤兼誠君と野

田桂都さんは区間賞を獲得
しました。

１日（金）到達度テスト⑥

スクールカウンセラー来校

２日（土）県科学作品展（白浜町立体育館 ～３日）

５日（火）平成31年度入学生対象説明会（14:00 体育館）

12日（火）スクールカウンセラー来校

14日（木）３年生 個別面談 ～18日

小･中学校保健安全委員会（17:00 亀川小学校）

16日（土）冬の美術展（市民会館） ～17日

17日（日）県ジュニア駅伝

19日（火）１･２年生学年末テスト発表

20日（水）スクールカウンセラー来校

22日（金）公立高校入試一般出願 ～25日

スクールカウンセラー来校

26日（火）１･２年生学年末テスト～28日

28日（木）予餞会


